
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































山口和雄編著 [1970]『日本産業金融史研究―紡績金融篇』東京大学出版会。          
ᵈ
1　絹川太一 [1941]『本邦綿糸紡績史』にも同様の記述は散見されるが，簡略にすぎ引用はし
なかった。
２　すぐに中国棉さらにはインド棉に切り換えられたが，受入れ港の関係でやはり大阪に地の
利があったといえよう。
３　日本国憲法によって廃止されたが，公家などの身分を表す明治期の爵位。
４　たとえば，日銀大阪支店の評価による（山口編著（高村）[1970：389]）。
５　なお，読みやすさを優先し，資料は一部省略するも（略）などの表記はしていない。また，
原文のニュアンスを損なわない限りで，歴史的標記は現代表記に改め，適当な個所で一字空
け原文に区切りをつけた。
６　なお大阪紡績の1893－1905年の株主総会の要旨は，宮本＝阿部 [1999：180表3]にまとめ
られている。
７　山辺は，都合の悪い時には次回の増配を約束してその場を切り抜け，業績の良い時には有
力な株主の増配要求にあっさり屈する傾きがあった。　
８　経営者側が株主に譲歩したのは，第３回株主総会がほとんど唯一の例であったという（東
洋紡績 [1986：187]）。
９　株主の氏名は以下の通り。株主２：田村庄兵衛，株主４：久保田庄左衛門，株主６：浜田
弁次郎，株主７：川村利兵衛。職業などは，宮本＝阿部 [1999：183]，山口編著 [1970：巻末
資料 ]による。
10　東洋紡績株式会社総務部社史室・村上義幸氏談（2006年）。なお近欲とは，目先の小利に
引かれること（日本方言大辞典 [1989：1444]小学館）。和歌山や香川に資料が残されている。
11　額面×発行済株式総数。
12　株主としては，急な業績悪化が起きても，その配当率分は一応保証されるという期待があっ
たのである。
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